


61■ 特集・市民の意識と行動選択の変化

の
生
活
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
配
食
及
び

大
規
模
ス
ー
パ
ー
や
地
域
の
商
店

な
ど
と
連
携
し
た
移
動
販
売
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

（4） 

安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
や

認
知
症
支
援
の
充
実

前
記
の
取
組
に
加
え
、
日
常
生

活
に
支
援
や
手
助
け
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
個
々
の
状
況
に
応
じ

た
ケ
ア
等
の
選
択
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
必
要
な
施
設
や
住
ま
い
の

場
と
し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
ま
で
の
待
機
期
間
の
短
縮

を
目
標
に
掲
げ
な
が
ら
、
認
知
症

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
た
施
設
整
備

を
行
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
増

大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
す
る
た
め
、
①
新
た
な
介
護

人
材
の
確
保
、
②
介
護
人
材
の
定

着
支
援
、
③
専
門
性
の
向
上
を
３

本
の
柱
と
し
て
、
介
護
を
担
う
人

材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
認
知
症
施
策
推
進
計

画
を
策
定
し
、
高
齢
化
と
と
も
に

増
加
が
見
込
ま
れ
る
認
知
症
に
つ

い
て
、
正
し
い
知
識
・
理
解
の
普

及
や
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
の
社
会

参
加
の
充
実
、医
療
体
制
の
充
実
、

共
有
し
、
毎
年
の
区
・
地
域
ケ
ア

プ
ラ
ザ
の
事
業
計
画
に
役
立
て
て

い
る
。

（3） 

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
～

「
介
護
予
防
」・「
社
会
参
加
」・

「
生
活
支
援
」
の
一
体
的
推
進

⑴
及
び
⑵
の
デ
ー
タ
は
、
区
高

齢
・
障
害
支
援
課
や
区
社
会
福
祉

協
議
会
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
職

員
な
ど
が
収
集
し
た
地
域
情
報
等

と
と
も
に
、
小
圏
域
で
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
活
用
さ
れ
、
地
域
ご
と

の
介
護
予
防
の
推
進
や
多
様
な
生

活
支
援
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。例

え
ば
、
介
護
予
防
に
お
い
て

は
、
地
域
で
核
と
な
る
介
護
予
防

活
動
を
行
う
「
元
気
づ
く
り
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
拡
充
に
向
け
、

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
の
多

い
エ
リ
ア
で
地
域
住
民
と
共
に
介

護
予
防
講
座
に
取
り
組
み
、
自
主

グ
ル
ー
プ
化
や
、
そ
の
後
の
活
動

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

多
様
な
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
の

充
実
に
向
け
て
は
、
地
域
住
民
と

の
協
議
の
場
（
注
２
）
を
通
じ
、

地
域
の
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
話
し
合
い

の
場
を
通
じ
て
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど

権
利
擁
護
な
ど
の
取
組
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
。

３  

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

地
域
の
様
々
な
活
動
は
中
止
さ

れ
、
ま
た
、
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
も
、一
時
、通
所
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
控
え
る
な
ど
の
事

態
が
起
こ
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
。
前
述

し
た
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
調
査
（
対
象
者

は
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
高
齢
者
）
の
２
０
１
９

年
か
ら
２
０
２
１
年
の
経
年
比
較

で
は
、
地
域
の
様
々
な
活
動
の
中

止
や
個
人
の
行
動
控
え
に
よ
り
、

次
の
よ
う
な
健
康
２
次
被
害
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

比
較
は
、
２
０
１
９
年
、
２
０

２
０
年
、
２
０
２
１
年
に
行
っ
た

３
回
の
調
査
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

１
回
で
も
調
査
に
参
加
し
た
人
を

対
象
に
実
施
し
た
（
繰
り
返
し
横

断
分
析
）。

な
お
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

率
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
９
年
か

ら
現
在
ま
で
、
特
に
大
き
な
変
化

は
な
い
こ
と
を
申
し
添
え
る
。（
２

０
１
９
年
３
月
は
18
・
２
％
、
２

０
２
２
年
３
月
は
18
・
９
％
）

（1） 

フ
レ
イ
ル
割
合
や
要
支
援
・

要
介
護
リ
ス
ク
者
割
合
が
増
加

フ
レ
イ
ル
と
は
、
高
齢
期
に
体

力
や
気
力
、
認
知
機
能
な
ど
、
か

ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
機
能
（
は
た
ら

き
）
が
低
下
し
、
将
来
介
護
が
必

要
に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
っ
て

い
る
状
態
の
こ
と
で
、「
フ
レ
イ

ル
者
割
合
」
は
、
２
０
２
１
年
ま

で
の
３
年
間
で
、
５
ポ
イ
ン
ト
以

上
の
伸
び
が
見
ら
れ
た（
図
１
）。

同
様
に
、も
と
も
と
高
か
っ
た「
要

支
援
・
要
介
護
リ
ス
ク
者
割
合
」

も
さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
。
い
ず

れ
も
、
他
都
市
と
比
べ
て
も
高
い

割
合
と
な
っ
て
お
り
、
介
護
予
防

の
取
組
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。

（2） 

社
会
参
加
が
コ
ロ
ナ
禍
前
ま

で
回
復
し
て
い
な
い

２
０
１
９
年
調
査
で
は
、
社
会

参
加
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
強
み

で
あ
っ
た
が
、
社
会
参
加
は
、
コ

ロ
ナ
禍
前
ほ
ど
回
復
し
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
る
（
図
２
）。
な
お
、

交
流
を
目
的
に
し
た
ウ
ェ
ブ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
の
利
用
者
は
、
う
つ
・
孤

立
リ
ス
ク
は
低
い
こ
と
も
わ
か
っ

た
が
、
利
用
は
一
部
の
高
齢
者
に

と
ど
ま
る
。

生活支援体制整備事業における地域づくりの流れ






